
(C) 1990 The Japanese Society for Synchrotron Radiation Research

332 抽射光都 3~第 3 号 ( 1990隼)

<l研究会報告[>

第 3 回 『生物物理とシンクロトロン5矧すj 11i1l際会議印象記

バiエネルギー物理学研究所 小林 克己

7 月 2 日から 6 日までの日院で.スタンフすー

ト太学において開J己会議が聞かれた。世J人は.

SSRLの Britt Hedmann.Keith Ilodgson 両博

士であ勺た。 この会謙は 2 年毎に開かれており.

事 L @lはイタリア( Fra~cali) で市 2 回は英国

(Chcstcr) で行なわれた。 この会議の目的は.

私の理解では. シンクロトロン欣射という桁しい

研究手段を共通に持つ生物研究背 t牛物物国てあ

ろうが生化学であろうが分野の名祢は問わない)

か.シンクロトロン肢射を使うという点ておたか

いに共通する方法論，解析j理論あるいは利用技術

に関する情報を交換しようとするむのたと思う。

この会議は.これまでこの会議の成立に戊献した

研究者の分野を反映してX線筒峨t軟X線 b~む) ，

とくにEXAS. 結品解析.筋肉およひ溶液の小

向散乱の三つの分野が中心となゥて.それにX線

顕微銃.医療診断が加わ勺ているむシンク口卜口

ン欣射のもつスベクトルの低エネルギー倒11である

点空紫外傾械の研究テーマは佑ど鮪い。 また，日

本では10年以上前から行なわれている生物に対す

る照射効果の研究も合まれていない。

さて今回の会品のプログラムを紹介しよう

7 月 2 日午前 CrysLa!Jography (11 

午後 Small Angle Scallermg nnd 

Difrracllon (1) 

7 月 3 日 終日 X.ray AbsorpLion Spectroscか

py(l) 

7 月 4 日 午前 Crystallograph}' (2) 

午後 tnstrumentaLlon De¥'�opment.s 

and Applications 

7 月 5n 干前 Small i¥ngll' Scaltl'rwg-nnd 

D.ffracllOn 121 

午後 Imaging & Oth¥!r& 

7 月 6 日午前文.raj' Absorplion Spl'ctrosco・

pyl2J 

ζれを見でわかるように.内容としてはこれま

での会議の流れをそのまま受け継いでいる。全体

としては.位界各国のSR随設での中.物研究の現

状が良〈問解できて良か勺たと思うp 講演を聞い

てみて，\t;外と臨したのは，ほとんとのi店舗で約30

分のA泌時間のうち姉、rの 15分くらいは. SR と

11 問J虫のない，それぞれのテーマ研究の動拠と

な 勺た背景(それぞれのよF物学〉に関するものだっ

た ζ とである SRの f1lmは手段であ 勺て.目的

ではないことを考えれば当然から知れなL、生物

を研究している (と思っている ) 唱者にと 『てむ

聞いたことがない言1容が多く.理解するのにほ労

した丹 しかしその反問.それぞれの分野の最先端

的話を閣けたのはJfR植であった。また，一つの蛋

白質の隣能と構造の関係を期解するのに.結晶解

析と小向散乱というように. こっ以 1-.の)j法を組

み合わせている研究もあ勺たp これはSRの利用

が.極く特殊な方法かも誰でも怯える一般的な手

段となってきたことを示していると思われる。

SRの利用が普及してきたことは共同刊rnの世話

をしているものにと って大変姐しいことである

一方噌気になった己とは参加者が100人以下と

t 、うことである。 2 年後には日本でnなわれるこ

とにな勺ており，今回の参加者数は 2 年後の参加

者を予掴11する参考になるので注目していた。 王者
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らの予想では200人前後ではなし、かと予想してい

たが，実際はその半分であった。この原因として

は，宣伝が足りなかったこと， EXASの国際会

議が 8 月に英国で聞かれることなどが挙げられる

が， もう一つの理由としては， SR利用が普及し

て利用技術も確立してきたので， SR利用という

観点ではこの会議で得るべき情報が少なくなって

きたと言う点があるのではないだろうか。個々の

研究者は，それぞれが本来活躍してきた学会で成

果を発表するほうがより深い討論が期待できると

感じているのではないだろうか。もしそうだとす

ると， 2 年後に開くときにはどのようなテーマを

設定して多くの方に参加を呼びかけるかという非

常に重要な課題が残されたことになる。

今回の会議自体は，運営も円滑に行なわれ，小

さな会議ならではの心のこもった応対を受けて大

変良かったが， 2 年後に会議を開催する立場の者

にとっては大きな宿題を出されたような感があっ

た。
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